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西陵地域力推進会議 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

新型コロナウィルス感染の影響で各グループの計画した活動ができなかったり、活動縮小で広報紙に掲
載する記事が少なかった。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（事務局）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

西陵地域力向上推進活動の充実と情報共有化の推進事業

広報誌「きらっとふれ愛だより」VOL,43・44・45・46号を発行した。
４月から部屋の利用予定表をモニターに表示しました。
新型コロナウイルス感染の影響で、センターの行事等がまだ再開できていない中、こどもまつり
西陵まつり・二十歳を祝う会等はかんせ対策をして行うことが出来、広報誌に掲載できました。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

(3) 事業の成果

・事業のマンネリ化。
・参加者集めの苦労。
・繰り返し同じ事業をすることにより関心度を高めたい。
・連合自治会に協力していただいていますが、もう少し関心を持ってほしい。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災・減災グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

防災減災事業

　まだまだコロナ禍の中、事業を4回行い連合自治会の協力をいただき、４０名以上の参加をして
　いただきました。少しは防災・減災に関心を持ってもらえたと思います。
　まだまだ、もっと多くの方に参加していただきたいと思います。

ＡＥＤ講習

西陵地域交流ｾﾝﾀｰ

5月22日

講話、DVD、実技指導

防災座学

（非常食・ﾊﾞｯｸｹﾞｰﾑ）

西陵地域交流ｾﾝﾀｰ

８月19日

講話、ゲーム

家具転倒防止講座

西陵地域交流ｾﾝﾀｰ

９月11日

講話、DVD、実技指導

防災講演会

（地震火災）

西陵地域交流ｾﾝﾀｰ

11月13日

講話、煙体験、実技指導

４５名

事業内容

実施場所

日時

方法

参加人数
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・自立する高齢者を目指して、外出する機会を増やし、仲間同士の団欒の場を設け、自立的動きをサ
ポートする。
・コロナ対応のため、当面、休業とし再開は西陵広報にて案内する。
　また、じっしに際しては、換気・除菌清掃等のほか人数制限をする。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ふれあいグループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

ふれあいフリーサロン

高齢者が集える場、おしゃべりと友達づくりの場として「ふれあいフリー
サロン」を毎週第三日曜日（原則）の午後に計画しましたが、新型コロナ
のため全て休業となりました。写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（環境美化）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

西陵「花と緑で潤いのある街づくり」事業

　1、連区地域の「花壇」の春・秋の苗づくり及び花壇づくり
　　　①花苗づくり　（3補助事業）
　　　　・春苗づくり
　　　　　　種まき　　ペチニア、サルビア、マリーゴールド　　1,570粒
　　　　　　ピット苗　サルビア、ベゴニア、日日草　　　　　　1,560苗
　　　　・秋苗づくり
　　　　　　種まき　　パンジー、ビオラ　　　　　　　　　　　1,480粒
　　　　　　ピット苗　パンジー、ビオラ　　　　　　　　　　　2,160苗
　　　　・ビオラの冬越しの花苗づくり
　　　　　　　参加者：春苗づくり　12名、秋苗づくり　16名
　　　　　　　　　　　※第二健生会5～7名方初参加
　　　②地域の既存花壇・コミュニティーガーデン
　　　　・花苗の支給・花壇づくり
　　　　　　やまて坂北公園花壇・ひまわり公園花壇
　　　　　　みずの坂南公園
　　　　・花苗支給及び支給活動
　　　　　　緑地帯の中央花壇
　　　　　　みずの坂幹線道路の歩道の花壇
　2、写真　みずの坂南公園秋季花壇

・支援活動が出来るようになった。
・「種まきから花苗づくり」が出来るようになった
・第2健生会会員は初参加

　
  みずの坂南公園秋季花壇
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

①コロナの影響で年度計画のすべてを実施できなかった。
②参加者が少ない事業もあった（特にグラウンドゴルフ体験教室は参加者が少なく中止）
　　　　　　　　　　　　　　　他の事業でも参加者集めに苦労した。
③他の団体でも高齢者を対象とした事業が多くなってきており、参加者の奪い合いの要素となってきて
　いる。
④NHK朝のラジオ体操は学校に協力を依頼したのが功を奏し、参加者が前年に比べて大幅に増えた。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

長寿社会に向け、高齢者が健康で安全に生活するための支援事業

①認知症予防講座（健康体操）
　　実施日：6/25　　　　　交流センターホールBC
    参加者：37名　　　　　瀬戸市体操協会指導員による健康体操実施
②NHK朝のラジオ体操
　　実施日：7/21～31
　　　　　　（11日間）　　交流センター北駐車場
　　参加者：延べ995名　　 NHKラジオ放送によるラジオ体操実施
③認知症予防講座（コグニ体操）
　　実施日：9/24　　　　　交流センターホールBC
　　参加者：25名　　　　　水野地域包括支援センターの指導による体操実施
④さわやかウォーキング
　　実施日：10/11　　　　 交流センター～森林公園ウォーキング
　　参加者：46名　　　　　保健推進員および交流センターと共催
⑤クロリティ―体験教室
　　実施日：12/16　　　　 交流センターホールBC

・高齢者に合った軽い体操・運動を実施した。
・高齢者間の交流をはかることができた。
・交流センターに足を運ぶキッカケになった。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

親子で参加できるコーナーがあったら良かった

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

西陵の子育てグループの支援事業

　　　　　（参加人数）新一年生17名　　　、
　　　　　　　小学２年・３年・４年各１名
　　　　　　　未就学児7名
　　　　　　　保護者17名
　　　　　（内容）　　交通安全の話、DVDの視聴、○×クイズ、
　　　　　　　横断歩道の渡り方（実技）
　　　　　（協力者）　瀬戸警察署交通課　小池さん
　　　　　　　交通児童遊園　酒井先生、荒木先生
　　　　　　　西陵小学校　教頭先生
　　　　　　　見守りボランティア　4人
　　　　　　　主任児童委員　4人
　　　　　　　地域力子育て支援　2人

　　　　　　　　　　　　・時間内で充実した内容でよかった
　　　　　　　　　　　　・パトカーと写真もとても子供たちにとって
　　　　　　　　　　　　　記念になった

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　　令和４年度作業報告　　　　内訳

　　　出動回数　８４回　　　　一般家庭・・・・１６回
　　　　　　　　　　　　　　　公園、緑地帯・・４６回
　　　　　　　　　　　　　　　講習、研修・・・１２回
　　　　　　　　　　　　　　　その他・・・・・１０回
　　　延人数　２８４人
　　　総時間　６７５時間

　・メンバーの高齢化（体調不良等）に伴い、活動メンバーが減少。
　・コロナ禍により一般からの依頼も減少した。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ひまわりお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

ひまわり台町内での各種ボランティア活動及び西陵連区自治活動の応援事業

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

庭にて野菜作りをしている方にビニール
ハウスの移動・雑草取りに草刈り機修理
等、毎年お手伝いを行っています。

　
　　今まで一人で作業されていた庭の木
　　が大きくなりすぎたので依頼されま
　　した。

・すぐのお手伝いは出来なくてお断りしました・・・当日の急ぎには対応出来ません

・お助けたいメンバーが高齢になり、作業出来ない状況のメンバーもいます

　

　　　　　　　　　　車庫のコンクリートが黒ずみで滑りやすいので
　　　　　　　　　　洗浄の依頼がありました。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（さつきお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

さつき台町内での各種ボランティア活動及び西陵連区自治活動の応援事業

依頼された作業報告　１６件
　・庭木のカット・・・・７件　　　雑草取り・・・２件　　　家具の移動・・・１件
　・粗大ごみの整理・・・１件　　　器具貸出・・・３件　　　修理・・・・・・３件
　・車庫洗浄・・・・・・１件

　　　延べ人数　２７人　　　延べ作業時間　６９.５時間
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・メンバーの高齢化、死亡、体調の悪化や新しいメンバーの加入がない等で、実際に動けるのが２～３人になってしまった
ので、今後の活動ができなくなりそうである。他の台のお助けたいから、手助けすると声をかけて頂いてありがたかった
が、存続が難しくなってきた。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（すみれお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

すみれ台町内での各種ボランティア活動及び西陵連区自治活動の応援事業

            　　・冬物から夏物への絨毯の取り替え。絨毯の上にのって
　　　　　　　　　いるテーブルも重い。高齢の女性一人では無理である
　　　　　　　　　絨毯に躓いて転倒することも考えられるので、
　　　　　　　　　気をつけるように話す。
　　　　　　　　・膝や腰が痛くて草が引けない。高いところの枝を切る
　　　　　　　　　ことができないなどで困ってみえる方たちの手助けに
　　　　　　　　　なっていると思っている。

 日時　　　活動場所　　参加人数　活動時間　活動延時間数　内容
 5/18　　3丁目個人宅　　　2人　　3時間　　　6時間　　　　庭木の刈込・雑草の刈り取り
 5/19　　3丁目個人宅　　　3人　　3時間　　　9時間　　　　庭木の刈り込み
 6/25    3丁目個人宅　　　2人　　2時間　　　4時間　　　　絨毯の入れ替え
 6/30    2丁目個人宅　　　2人　　2時間　　　4時間　　　　庭の草刈り
 9/28    4丁目個人宅　　　3人　　2時間　　　6時間　　　　草刈り
 10/12   2丁目個人宅　　　2人　　2時間　　　4時間　　　　庭の草刈り
 10/19   5丁目個人宅　　　3人　　2時間　　　6時間　　　　庭木の刈り込み
 10/26   5丁目東端山裾　　4人　　2時間　　　8時間　　　　草刈り
 11/2    5丁目個人宅　　　2人　　2時間　　　4時間　　　　庭木の刈り込み
 11/13   緑地帯道路脇　   3人　　1時間　　　3時間　　　　草刈り
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

・予約なしのため、参加人数の事前把握ができずスタッフ人数が多すぎたり少なすぎたりがあった。
➡予約制にするか、もしくは実施方法を変えるか検討が必要
➡センター職員の方にお手伝いいただけないか、今後検討

・開催場所が定まらず、玄関ロビー（談笑室）で実施することがあった。季節によっては参加者、ス
タッフともに負担があった。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（西陵デジタル活用Ｇ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

スマホ定期質問会

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

実施場所：西陵地域交流センター
実施方法：
　　・告知　西陵広報、ポスター掲示
　　・時間　90分
　　・予約なし、個別対応
　　・全９回　参加人数計５０名

(3) 事業の成果

・柔軟なグループ方式で知人同士話し合ったりテーマ共有したりある程度グループ方式の目的は機能し
た
・サポーターは1人の質問者の回答に集中し気を取られがちだがセンターの人が上手くバランスを取り皆
んなが公平になるよう気を配られていた
・サポーターが説明中他の質問者がスマホを持って寄ってこられタイミングを計り聴くという積極的な
様子が見られた
・スマホ操作で自分の知りたいこと、困りごとを身近な場所で聞けることに喜んでいた。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

プログラミングの経験を質問したところ全員が何らかの体験あり。「スクラッチ」という言葉も聞かれ
た。学校での経験やそれ以外の経験もあり、以前よりプログラミングの経験率が上がっているように思
われ、徐々に「プログラミング体験」の需要は減少するとではと考えられる。保護者がより本格的な方
向を望む可能性があるように思う。新たなコンテンツの作成を検討する必要がある。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（西陵デジタル活用Ｇ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

こどもプログラミング体験会

実施場所：西陵地域交流センター
実施方法：
　　・告知　西陵広報
　　・時間　45分
　　・予約制　参加人数低学年４名、高学年４名
　　・使用機材　パソコン、ドローン、iPad、ロボットカー

8月27日「小学生プログラミング体験会～ロボットカーとドローンを操縦！」を開催。
低学年はロボットカーを、高学年はドローンをプログラミングで操縦。
水野中学コンピュータアート部３年生の爽太君がドローンプログラミング先生となって、子どもたちに
優しく丁寧にレクチャーしてくれた。
開始前のピタゴラ装置作成アプリで参加者の緊張がゆるみ、またタブレットの操作スキルの確認もでき
る。アイスブレークとして有用。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・見守りボランティアの高齢化による活動継続の不安
・下校時や放課後の見守り人数の不安
　　→2月に見守りボランティア募集チラシ配布
　　　2月に西陵広報に見守りボランティア募集中の案内掲載

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（西陵小学校見守りグループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

西陵小学校見守りボランティア事業

・西陵小児童の登下校時の見守り活動の実施
　小学校就業日の月曜日から金曜日に通学路の主なポイント（信号交差
　点・横断歩道・見通しの悪い交差点等約１０ケ所）で児童に「おはよ
　う」「行ってらっしゃい」「さようなら」と声掛けしながら児童の様子
　も伺いながら見守っています。
　登録しているメンバーは３４名（2023年1月現在）

・登下校時の大きな人身事故は発生していません
　①今年度は新しいメンバー4人が下校時に交差点・横断歩道等で見守り
　　活動を実施しています。
　②通学路の交差点、学校前に「児童が横断します」と注意啓発看板の
　　設置
・西陵小児童会（６年生）から見守りボランティア全員に感謝の手紙を頂
　く

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

当初は子供向けで計画しましたが、応募が少なく各団体に協力してもらいました

　　　　　　　劇団と参加者が一体となり楽しく有意義な時間を過ごしました

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（食育グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

食育の推進事業

歌あり、クイズあり、おしばいあり、私達の身内でつくる栄養素について
楽しく学びました。
参加者は各団体他４０名程写真
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萩山台地域力向上委員会 
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道泉地域力推進協議会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花と緑のまちづくり推進（井戸端会議）R4.7.2（土）・R4.12.3（土）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

写真

旧道泉小学校花壇跡地を利用事業の名称の

とおり殺風景な校庭に花を植栽。

当日は高齢者Ｇ、７名と他のグループの応援を

受け活動する。

子どもの居ないグラウンドの花壇も

植栽によって華やかになり、

町民の憩いの場、散歩道のやすらぎの

場として利用、成果となった。

このグラウンドもＳＯＬＡＮ学園の

中学校の工事に入り、この先不明の

ため来年度は一時中断する。



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　第１回「井戸端会議」R4.6.26（日）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

写真

テーマ：「健康ヨガ体操」講師・加藤真友子先生

場 所：「道泉地域交流センター・２階大会議室

※高齢者向けの健康ヨガ体操教室 参加者・35名

高齢者向けのヨガ体操で無理なくできる体操で

参加者も満足していた。

「井戸端会議」ではテーマ教室が終了し

たあと、茶話会にて楽しんでいただくが

コロナ禍のため、軽食などは持ち帰り

とした。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　第２回「井戸端会議」R4.11.27（日）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

写真

テーマ：「防災。避難ゲーム」講師・防災ままのわ瀬戸

場 所： 道泉地域交流センター・２階大会議室

市民活動団体「防災ままのわ瀬戸」さんのご指導にて

「防災・避難ゲーム」をグループ別にてゲームする

参加者３７名（６グループに分ける）

ゲームは参加者６チームに分け、かるた式ゲームで

白熱したゲームで、高齢者も盛り上がり、ゲーム

内容ともたのしんでいただいた。

「井戸端会議」ではテーマ教室が終了したあと、

茶話会を催していたがまだコロナ禍のため、

軽食などは、持ち帰りとした。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　第３回「井戸端会議」R5.2.12（日）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

写真

テーマ：「高齢者健康体操」講師・加藤智子先生

場 所： 道泉地域交流センター・２階大会議室

※高齢者向けの健康体操を瀬戸市体協副会長の

加藤智子先生の指導で行う。参加者３２名

いつものように加藤智子先生の軽妙な語りで進行、

参加者も楽しんで行っていた。

無理のない体操で、人気のある教室のため参加者も

満足した様子であった。

井戸端会議のあと、茶話会（井戸端会議）を開催して

いたが、コロナ禍のため軽食などは持ち帰りとした。

今後連区内の高齢者の皆様方はこの場があるため４～

５カ月ぶりに会える方もおり、唯一の会合となってい

るため、今後も継続の予定である。
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品野台地域力向上委員会 
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菱野地域力まちづくり協議会 
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和４年度 　　　グループ名（ イベント部）

（１）事業名称 地域のイベント活動

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

ふれあい祭　８月２８日（日）　ふれあい広場　参加人数５００名
準備　　８月１１日　ふれあい広場　参加人数２０名

花餅づくり　１２月１２日　幡山公民館　参加人数８５名
準備　　１２月１１日　幡山公民館　参加人数１６名

左義長祭　１月９日　ふれあい広場　参加人数５００名
準備　　１月９日　ふれあい広場　参加人数２０名

（３）事業の成果

地域の活性化と交流事業となった
ふれあい祭では狛犬座コラボとなった

（４）事業の実施における問題点や課題

コロナ感染の中ですが、事業を縮小し屋外で行う事で実施できた
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ふれあい祭　　８月２８日　ふれあい広場
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花餅づくり　１２月１２日　幡山公民館
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左義長祭　１月９日　ふれあい広場
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和4年度 　　　　　グループ名（ 環境緑化 部）

（１）事業名称 地域の環境美化活動

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

地域内ペットのふん害撲滅（継続）、河川等へのゴミ投げ捨ての撲滅
やすらぎ楽園の除草、樹木の手入れ花の植栽
環境美化運動は年3回実施　　4

（３）事業の成果

まちを汚さない意識の向上
地域内ペットのふん害の減少
河川等へのゴミ投げ捨ての減少

（４）事業の実施における問題点や課題

夏場のやすらぎ楽園の除草作業樹木の手入れ
高所の樹木剪定作業
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地域内ペットのふん害撲滅　・　河川等のゴミ拾い

環境美化運動
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やすらぎ楽園
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和４年度 　　　　　グループ名（ 生活安全部）

（１）事業名称 地域のイベント活動及び、交流活動

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

1 青パト出発式　　・日時　７月３日　・　実施場所　　公民館　　・参加人数　　１４人　　　

2 第１回防犯推進大会　・日時　７月２４日　・　実施場所　　公民館　　・参加人数　２３人　　　

3 第２防犯推進大会　・日時　１１月１３日　・　実施場所　　公民館　　・参加人数　７５人　　　

4 親子パトロール　・日時　１１月１３日　・　実施場所　　公民館　　・参加人数　　７５人

5 年末防犯パトロール　・日時　１１月２５日　・　実施場所　　公民館　　・参加人数　　１６人

（３）事業の成果

地域の防犯・防火の向上
活動を通じて地域交流の推進

（４）事業の実施における問題点や課題

各行事の参加者減少
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青パト出発式　　・日時　７月３日
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　　　第２防犯推進大会　・日時　１１月１３日

    親子パトロール　・日時　１１月１３日
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和４年度 　　　グループ名（ 高齢者支援 部）

（１）事業名称 地域の高齢者支援活動

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

健康長寿サロン・健康体操を開催し毎回３０名程度の参加がありました。
参加者人員 時間　　10時～12時
４月 28 名 健康体操後に茶話会を開催。
５月 27 名
６月 34 名
７月 32 名
８月 27 名
９月 27 名
１０月 34 名
１１月 28 名
１２月 30 名
１月 34 名
２月 38 名
３月 36 名

375 名

（３）事業の成果

参加者の方が楽しく健康体操を実施した。
茶話会も開催した。

（４）事業の実施における問題点や課題

康長寿サロン・健康体操を開催し毎回３０名程度の参加がありました。参加者が減少傾向
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健康長寿サロン・健康体操

81



第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和4年度 　　グループ名（ 子育て支援部）

（１）事業名称 あいさつ・見守り運動

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

　　・　あいさつ・見守り運動を地域各拠点にて月１回登校初日に行う。
（各町内子供会役員、幡西小防犯ボランティアさん）

　　・　地域イベントへの参加　　（ふれあい祭のぬり絵と原画応募、環境んい関するポスター応募、
親子パトロール参加  参加者数は75名（大人含む）、左義長の書初め持参。）

　　・　紙芝居製作（定例化に各子供会で担当場面を描いたものを持って来て実演して仕上げました。）

（３）事業の成果

　　・　お母さん達からの声かけをしてもらう事により、子供達の挨拶の大切さを知ってもらう事を
期待している。

　　・　地域の人達との交流が出来る喜びが生まれる。

　　・　自分達の住んでいる所の事が、より解り、深まる。

（４）事業の実施における問題点や課題

　　・　最近は、コロナ感染が心配で、親子共々不安に思っているので余り、
イベント等に参加しない人がいる。

　　・　子供会に属していない児童が他にもいるのだが、そう言った子供達はイベントに
参加出来ないのでないかと思っているのではないか？
　呼びかけ、回覧等もあるが、余り改善しない。
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　　　あいさつ・見守り運動

　　　　ふれあい祭
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　　　親子パトロール
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和４年度 　　　　　グループ名（ 広報 部）

（１）事業名称 地域の広報活動及び、チラシ・ポスター制作

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

広報ひしの　　第６１・６２号　各発行　２０００部
イベントチラシ作成を各町内配布分　　（ひれあい祭・左義長）

（３）事業の成果

地域の広報活動及び、チラシ・ポスター制作

（４）事業の実施における問題点や課題

コロナ感染の影響で、広報ひしの第６１・６２号のみ発行となった。
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　　広報ひしの発行　　　　添付

チラシ・ポスター制作
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第８号様式　（別紙１）

事　業　実　績　調　書
令和４年度 　　　グループ名（ 事務局）

（１）事業名称 地域活動の事務

（２）事業内容・結果 （実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

地域活動の事務  各部活動報告のまとめ・定例会の資料作成

役員会の開催　　　毎月第２月曜日に開催　　　１０名

定例会の開催　　　毎月第水月曜日に開催　　３０名

総会資料・会計監査報告書の作成

（３）事業の成果

コロナ感染症もあり、いろんな行事の縮小があったが開催した

（４）事業の実施における問題点や課題

コロナ感染が収まれば、通常開催する。

各イベントが縮小開催となり、通常時のスタッフの確保・イベント参加者数が課題
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定例会の様子
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長根連区地域力向上委員会 
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

　概ね良好に事業を実施できた。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

事務局運営事業

　地域力向上活動の拠点である長根ふれあいセンター"連"を適切に管理し、活動メンバーや参加者が利
用しやすい施設を目指し運営した。
　２０２０年度から貸館事業を開始し、個人や団体に利用してもらった。
　また、今年度も新型コロナウイルス感染症対策を徹底し運営に努めた。
　備品貸し出しについては、備品の消毒を徹底して貸し出しを徐々に解除してきた。
　"連"入場者実績は下記のとおり。

　2022年度累計　6,555人　（参考：202１年度累計　7,448人）

　当委員会の活動拠点「長根ふれあいセンター”連“」が発足し、運用開始してから１０年が経過し
た。１０年を記念して２０２２年１１月５日（土）に「設立１０周年記念式典とイベント」を開催し、
多くの地域住民の方々に参加していただいた。

　感染対策を徹底しながら「長根ふれあいセンター"連"」を開館した。
　開館時には、親子（幼児）、小学生を中心に一定の利用者があり、徐々に来館者が増加してきた。新
型コロナウイルス感染症の影響により、様々な施設に利用制限がかかる中、子どもが自由に遊べる居場
所として一定の効果があった。
　また、自治会の事務局も同じ部屋にあるため、それぞれの利用者が出入りして、時には住民同士の情
報交換の場として賑わいの創出につながった。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

実施せず。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

視察研修

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

クループ名（
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

特になし。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ながね地域力タイムズ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　長根地域力向上委員会の活動内容等を地域住民に周
知するため、広報紙である「ながね地域力タイムズ」
を編集し、月１回発行を目途に今年度は１1回発行し
た。82号～92号
　今年度も新型コロナウイルス感染症に関する啓発や
設立１０周年記念イベントの様子など、地域の皆さん
に伝えたい内容を適宜掲載した。

　自治会の回覧物に入れていただくことで、多くの地域住民の目に触れることができた。
　写真やイラストを入れたり、最新の時事ネタを盛り込むことで、「面白かった」との声も聞けた。引
き続き興味を持ってもらえるように、紙面づくりを工夫していきたい。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

相撲体験交流

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

クループ名（

今年度も新型コロナウイルス感染防止のため実施しませんでした。
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

夏祭り

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

クループ名（

今年度も新型コロナウイルス感染防止のため実施しませんでした。
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

もちつき大会

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

クループ名（

今年度も新型コロナウイルス感染防止のため実施しませんでした。
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第８号様式 別紙１

事務局 ）

(1) 事 業 の 名 称

　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、あまり大々的な広報はできなかった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ＤＩＹ講座

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　下記のＤＩＹ講座を実施した。

実施場所：長根ふれあいセンター"連"
活動内容及び人数：
①門松づくり講座、12月　13人

今年は地元（長根地区）の竹を使って、役員が講師となり実施した。

クループ名（

　今年度は、三本竹のミニ門松を作った。参加者した人からは「今年も立派な門松が作れた」「これで
正月が迎えられる」「今年も勉強になった」との感想もあり、好評だった。
　参加者同士で試行錯誤しながら教え合ったり、近況報告をしあったりと、地域住民の交流の場の１つ
として、一定の効果があった。
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第８号様式 別紙１

子育て支援 ）

(1) 事 業 の 名 称

スタッフが毎回変わるので、感染対策の周知や連絡事項等を徹底するのが難しいこともあった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

乳幼児サロン（長根ぴよぴよサロン）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　保護者間の情報交換やコミュニケーションの場の提供にもなっている。

実施日時：
　　毎週火・金曜日9：30～11：30
実施場所：
　　長根ふれあいセンター”連”

　新型コロナウイルス感染症対策のた
め、各部屋の人数を制限した。
　室内やおもちゃの消毒、子どもとの関
わり方など、月１回スタッフミーティン
グを行いスタッフで確認しながら開催し
た。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

子育て支援 ）

(1) 事 業 の 名 称

　最近、家庭ではあまり出
来ない体験が出来る場と
なっている。

　小学校の掲示板で事前に案内をしているが、コロナ禍で放課後に“連”を利用する子が少なくなって
きた。給食時間に放送をでＰＲをしたが、参加者は少なかった。参加者が増えるような企画を考えてい
く。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

長根ふれあい教室

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

実施日時　　第一土曜日：木工・工作教室
１３：３０～１５：００

第二土曜日：おりがみ教室
１３：３０～１５：００

第三土曜日：囲碁・将棋教室
１３：　３０～１５：００

実施場所　　長根ふれあいセンター“連”

　各教室はボランティアスタッフが担当した。感染対
策をしながら開催した。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

子育て支援 ）

(1) 事 業 の 名 称

　コロナ禍以前は、小学校の朝礼等で子どもたちに、直接“連”について話をする機会があったが、コ
ロナ禍では出来なかったため、“連”から離れていってしまった子どもたちをなかなか呼び戻すことが
できなかった。参加者の増える様な企画を考えていく。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

遊び道場

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　毎週木・土曜日に“連”を開放して、子どもたちの
放課後の居場所とした。
　卓球など一部の遊具の貸し出しを再開した。。

　部屋を開放したことによって、寒い時期でも利用し
やすくなった。
　放課後の子どもたちの居場所作りができた。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

ふれあい活動 ）

(1) 事 業 の 名 称

　当初、高齢者ばかりの参加
を想定していたが、４０歳の
方も参加していただき若い人
との交流も図ることができ
た。

　高齢者ばかりを対象とした事業ではなく、広く地域住民が参加できるふれあい活動を支援する必要が
あると考える。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

生きがい講座の開催と寄り合い・ふれあいの場の提供

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　講師を迎え川柳教室を４回開催した。
　　実施場所：長根ふれあいセンター“連”
　　参加者　：１２名／１回当たり
　最終回には優秀作品が表彰された。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

環境・マナー ）

(1) 事 業 の 名 称

　特になし。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花植え事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　連の花壇を整備し、季節の花々を植えることで、来園者の目を楽しませ、環境美化がはかれた。花壇
やプランターに簡単に水やりができるように花壇横の給水栓に水遣りホースを設置した。

　“連”西側フェンス沿いに９月・２
月にユリの球根をプランターに植え設
置した。また、１０月パンジーや水仙
の球根を植えた。花壇にいろいろな花
を取り入れて四季にあった花の植栽を
行った。
　それらを育てるため、定期的に施
肥、散水、除草を実施した。

クループ名（
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第８号様式 別紙１

環境・マナー ）

(1) 事 業 の 名 称

ふれあい農園をどこまで継続するか否かを検討する。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

野菜作り事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

ふれあい農園でさつま芋（５月：苗植え、１０月：収穫）とトマト（５月：苗植え、７～８月収穫）
を栽培した。多くの皆さんに協力頂いたおかげで計画通りに実施することができた。

クループ名（

委員会メンバーで協力して実施することができ、参加者からは「楽しかった」との声が聞けた。こうし
た事業による絆づくりから、住民同士声のかけやすい関係を構築していきたい。収穫したさつま芋は１
１月に開催した１０周年記念イベントで販売した。トマトは“連”の利用者に販売した。

（さつま芋畑の草刈り）
（さつま芋掘り）

（さつま芋の袋詰め）
（焼き芋の試し焼き）
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第８号様式 別紙１

環境・マナー ）

(1) 事 業 の 名 称

タケノコが生えてくるので定期的に手入れをしていく必要がある。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境整備事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

クループ名（

“連”北側の竹林の竹の間引きと整地を行った。伐採した竹は５０ｃｍにカットし処分した。

竹林に陽が差し込むようになり竹の生育が良くなる。“連”からの見通しが良くなった。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

三町内の取り組みが他の町内でも実施されることを望む。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　安心・安全　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯パトロール

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

三町内の防災・防犯に寄与することができた。

毎月１日に自治会合同のパトロール、毎月１６日には３町内（城ケ根町内会・神川町内会・美濃池町内
会）合同のパトロールを実施した。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災訓練や防災講習会への参加

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

自治会主催の防災訓練に参加した。災害時の避難所開設や受け入れ方法が確認できた。

災害発生時の支援活動など自治会との連携を深めることができた。
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下品野地域力向上協議会 
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ここにテキストを入力
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新郷地域力推進協議会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

４月１８日役員会(１４人出席）令和３年度の結果及び４年度の計画等について。

５月１６日役員会 （１５人出席）総会、挨拶運動、秋祭り等について、防犯の瀬戸口啓発運動等協議。

５月１９日総会実施（５２人賛成）令和４年度総会開催。皆さんの賛成を持って案件は議決。

７月１９日役員会 （１２人出席）第１回全体会議、広報新郷、秋祭り１０月１５日開催について協議。

７月２１日第１回全体会議（４０人出席）各グループに分れ今年度の計画状況の協議及び発表。

役員会会議状況 ９月２０日役員会 （１３人出席）挨拶運動９月と秋祭りは中止。新郷ウォークを１２月３日予定の協議。

１１月４日役員会 (１２人出席）第２回全体会議、新郷ウォーク、防災訓練等の実施等について協議。

１１月２４日第２回全体会議（３３人出席）各グループに分れ協議発表。新郷ウォークの協力。

２月２０日役員会 （１３人出席）全体会議、桜まつり、地域活動のヒアリング等、補助金変更申請等。

５月総会状況 ２月２４日第３回全体会議（４２人出席）今年度の活動状況協議、発表、桜祭り協力のお願い等。

第１回全体会議状況

第１回新郷ウォーク受付

第３回全体会議状況

１２月１９日役員会（１２出席）新郷ウーク、新郷フェス中止、防災訓練、桜まつりなどの協議。

１月１６日役員会（１３人出席）、挨拶運動、桜祭り、バランスボール、来年度計画等協議。

３月２０日役員会（１５人出席）桜祭りの各責任者及び人員等詳細について協議等。

・秋祭り・フェスも中止となり、変更で第１回の新郷ウークを計画したところ多くの皆さんが参加され

て盛況に出来たのは大きな成果であった。特に新型コロナの影響もあり高齢者方が家の中で運動不足の

人が家族に進まれて参加された皆さんには大変感謝です。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局➀　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　各グループの支援、調整

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(３)事業の成果

・挨拶運動は新型コロナの影響と天候に恵まれず１回であった。

・各グループの活動も新型コロナウイルスの影響により活動には制限があった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今年度も新型コロナウイルスの影響により各計画が出来なかったグループと、工夫して活動が実施出
来たグループあった。室内での企画は感染を考慮すると困難なところがある。屋外での活動は新型コロ
ナ感染対策を行い、実施出来たことは今後の参考にする。

124



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

感染防止対策を行い　受付状況 ・９月３０日打合せ会を実施、自治会の協力をお願いする。

・パンフレット作製。各町内に回覧をお願いして参加者を募る。

ウォーキング前のストレッチ

←公園でのスタンプ押印状況

皆さん楽しそうにウォーキング

(4) 事業の実施における問題点や課題

・参加者の皆さんは子供さんから高齢者の方もあり、コースの設定を検討する必要がある。

・公募した結果、多くの方が参加され高齢者の皆さんから、子供さんまで１３１人であった。
当日は天候にも恵まれて盛況のうちに何事もなく終了出来た。高齢の方で途中で歩行が困難と
なり、お迎えの要請がありお迎え班が対応した。

・開催日は１２月３日（雨天順延）とする。

・コースは瀬戸市健康都市推進市民団体発行、新郷編地区編、青コースを検討。

・１０月：赤、青コースを試験歩行する。赤コース約１時間、青コース約３０分。

・役員会で協議今回は青コースで決定。

・１１月２０日を締め切りとし、参加者約１３０人程となる。

←配置前の打合せ状況

(３)事業の成果

・当初予想では多くの参加者は望めないのではと予想していたところ、反響があり、多くの参
加者が応募して頂けた。

・自治会役員、各町内の皆様と地域力の各グループの協力得て、受付作業、コースの公園での
スタンプ押し、歩行者の安全、特に横断部には保安員の配備を行い、歩行者の皆さんが安心し
て歩くことが出来た。

・９月役員会により、秋祭り・フェス中止により代替え案、新郷ウォークの実施。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（事務局➁　新郷ウォーク・ラリー）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

第１回新郷ウォーク・ラリー

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

地域交流グループ会議

(4) 事業の実施における問題点や課題

・令和５年に入り社会状況も変わって来たので色々情報を入手して、令和５年度の計画の参考にす
る。

・年間計画等打合せ、夏フェス＆秋まつり、SHINGOUFES 2023等について、さとの家を使用しての
イベントの説明及び打合せ等、新型コロナウイルス対応等の説明。新型コロナウイルスによる「緊
急事態宣言」、「まん延防止等重点措置」等により行政から自粛要請等のおりは中止となる。等の
説明。

・２月開催予定のSHINGOUFESについて、開催は新型コロナウイルス感染症による影響で開催は困難
となり中止とする。

・７月、８月頃より新型コロナウイルス感染症の影響により、秋祭り＆夏フェス開催は困難となり
中止となる。

・各計画が中止となり委員会も中止とした。

(３)事業の成果

・令和４年度も計画を立て具体的行動する度に社会環境が変化して、委員会等の開催もできない状
況が続いた。

・６月１０日（金）地域交流グループ会議開催

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　地域交流➀SHINGOU・FES　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　ＳＨＩＮＧＯＵ・ＦＥＳ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

防火・防災準備会議 ①防災グループ委員を中心に不定期の防災準備会議（3，7，9、12，1月）を実施した。

防火・防災グループ会議

その他の会合

　AED操作）講習(10月）を実施。また事前準備のための会合（説明・指導打合せとフリップ

　作成）を計３回実施した。

①準備会議では防災グループの4年度方針や問題点等を議論し、防災会議の基本や準備とな

　る活動を行った。

②防災会議では、町内会からのメンバーを今年度以降の防災メッセンジャーと捉え、新郷

　地域現状の基礎知識や普段の生活時や災害時ではどう行動したらよいかを学んでゆく場

　とし、毎回の会議で学習を積み重ねた。

③講習や会合ではスタッフとしての自覚や責任感を感じてもらい、訓練本番ではそれぞれの任務をき

　ちんと果たす結果につながった。

1年間の防災グループ活動を終えた後それぞれのメンバーに対し勧誘を行ったが、防災グル

ープに残ってもらえる方は無く、グループ委員の減少や高齢化やもあり、今後の活動への

危機が感じられる。

　，6，8，10，12，2月の６回開催した。

③防災訓練のスタッフとしての、初期消火＋応急手当講習(９月)、救急救命（胸骨圧迫＋

(３)事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防火・防災グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

新郷連区の防火・防災会議

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

②各町内から選出された防災リーダー、防火・防災委員を中心とした防火・防災会議 を4

防災会議情景

防災訓練事前準備会合情景
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

瀬戸市総合防災訓練 ①令和4年11月20日(日)午前8時から開始された。

新郷連区防災訓練 　各家庭内でのおうち訓練（シェイクアウト・安否確認・安全確認）、組集合場所での各世帯の

　習得体験（煙道体験＋初期消火、応急手当＋担架搬送、救急救命、「瀬戸・新郷の防災2022」

　鑑賞）を実施した。今年度はコロナで中止していた炊き出し訓練（α米わかめご飯作成）も実

　施した。

①安否確認訓練は2度の説明会を行ったこともあり、新郷全体の参加率が51％となり、昨年を大

　きく上回る成果が得られた。

②連区防災訓練では新郷地域の住民を主体とする設定を意識して計画し、参加者もこれを受け止

　めて受講してもらったと思われる。特に「瀬戸・新郷の防災2022」鑑賞は好評で、その継続を

　望む声が多く寄せられた。

①町内や住宅地の個々の事情から、総ぐるみ防災訓練とはならず、相変わらず参加率の低い組も

　見受けられ、意識の浸透にはまだまだ時間が掛ると思われる

②今年度はコロナ感染状況がやや改善すると思われたため、参加者人数と訓練内容の拡大を図っ

　って行ったが、町内活動がまだ十分行われていないこともあり、予定していた参加者を確保す

　ることは出来なかった。今後事前の広報をどのように計画するかを検討してゆきたい。

②さとの家（仮想避難所）での避難受付や要介助者避難訓練等を経て、災害時想定の必要技術の

(３)事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防火・防災グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

新郷連区内の瀬戸市総合訓練及び新郷連区防災訓練の実施

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　安否確認、情報伝達訓練を実施。

煙道体験訓練 初期消火訓練 応急手当訓練 担架搬送訓練

救急救命（胸骨圧迫）訓練 救急救命（AED操作）訓練救急救命（胸骨圧迫）訓練 「瀬戸・新郷の防災」鑑賞

非常食炊き出し訓練 非常食炊き出し訓練 防災訓練講評 解散、非常食受け取り
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

防災劇 令和3年度にコロナ感染状況の悪化で中止となった、瀬戸まちの活動センターの「地域へのアウト

防災のお話し リーチ事業」とのタイアップした新郷地域の防災・減災の啓蒙活動を再企画し実施した。

を令和5年2月26日（日）新郷交流センター10：00～11：30　定員約３０名で募集し、開催した。

①応募者数30名に対し32名の応募があり、当日は29名の参加となった。

　防災劇では人形（擬人化された動物）を使っての「避難所での困りごと」を彼らの立場から見

　た視点で話が進み、質問やクイズなど観客への投げかけを交えて楽しく演じられていた。

　防災のお話しでは、非常時の持ち出し品の選択のお話しや、非常食をできるだけ飽きさせず

　おいしく食べられる工夫やローリングストック、その他の非常時の知恵を参加者に伝授した。

新郷地域では初めての防災啓蒙企画であり、楽しく学ぶことができたと思う。

当地域の人口は約6000人であり、参加者数から考えると非常に小さな規模の企画であったが、こ

れからも他の団体からの協力を得て、いろいろな企画で　・減災の考え方を広める努力をしたい

と思う。

②防災ネット・せとの防災の話と実演「身近な食品が簡単に！食べやすい防災食に！」のトーク

(３)事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防火・防災グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「防災劇・防災のお話」の上演

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

①劇団びっくり箱による防災劇「防災電車にのって！」の内容を変更し「避難所先で困ったこと」を上演

会場全景 司会者挨拶 防災劇（劇団びっくり箱）

防災劇（劇団びっくり箱） 防災劇（劇団びっくり箱） 防災劇（劇団びっくり箱）

防災のお話（防災ネット・せと） 防災のお話（観客全景） 出演者挨拶
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・防犯委員会は８，１０、１２、２月中止

　　防犯委員会

・青色パトロールは乗員を少なくし感染防止対策を行い毎週火曜日に実施出来た。

 安全パトロールセンター集合状況

安全パトロールセンター集合状況

　青色パトロール巡回

(３)事業の成果

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防犯グループ①　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

安全・安心で明るい街つくり

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・４月１1日　防犯委員委嘱状伝達(２２人）

・３月６日防犯委員会（２１人）

・６月１１日防犯パトロール（２３人参加）

・６月２５日　青パト講習会　（３０人出席）

・１０月１５日防犯パトロール（２８人参加）

・自治会の毎月の町内長会議で協力のお願いをする。

・６月６日防犯委員会開催（２５人出席）

・地域の安全・安心活動も年間を通じ実施出来た。

・新型コロナの影響で委員会、安全パトロール等が中止が発生した。新型コロナの感染防
止対策を行い出来る活動は実施した。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・自主安全パトロールの実施には防犯灯の不具合など不良品はないか注意して巡回出来
た。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・８，１０、１２、２月中止

　　押印活動

・地域の押印活動は継続して行い通学路の安全に協力が出来た。

　押印活動

　集会所幟旗設置

・１０月１５日防犯パトロール（２８人参加）

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防犯グループ②　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

通学路の安全・安心及び防犯意識の高揚＆啓発活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・４月１1日　防犯委員委嘱状伝達(２２人）

・６月６日防犯委員会開催

・６月１１日防犯パトロール（２３人参加）

・３月６日防犯委員会（２１人）

(4) 事業の実施における問題点や課題

・各町内の防犯委員の皆さんの協力を得る

・各集会所の委員の皆さんと協議して協力お願いする。

←集会所幟旗設置

(３)事業の成果

・安全パトロール時に幟旗の状況をチェックして必要に応じ交換を実施した。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　愛環瀬戸口駅南口

・３月８日瀬戸口啓発活動（７人）参加

　瀬戸口駅北口幟旗設置

・コロナ禍では人の集まりが困難であり行動が限定される。

・台風時期はポールが折れる時があり撤収が余儀なくされる。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・従来はポケットティシュを手渡し、防犯の意識の高揚をお願いしていたところコロナで
自粛。

(３)事業の成果

・４月６日瀬戸口啓発活動（６人参加）

・１１月２日瀬戸口啓発活動（８人）参加

・１２月７日瀬戸口啓発活動（７人）参加

・幟旗設置広報活動は２週間ほどで撤収して２週間後に設置による、マンネリを防いでい
る。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防犯グループ③　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯広報活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・コロナ禍で活動できない月が発生。

・１月２月の冬季は寒冷を考慮して、幟旗の設置のみで立哨は控える。

・４月１1日　防犯委員委嘱状伝達(２２人）

・６月６日防犯委員会開催（２５人出席）

・６月１０月中止
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　環境衛生委員会

センター入り口花壇（春）

駐車場ドミー側土手花壇（春）

　春、夏花植え付け作業状況

　　夏の花向日葵

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　環境衛生グループ➀　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

交流センター周辺の環境美化、白山公園周辺美化活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・４月１７日　衛生委員委嘱式（１５人）

・５月６日　環境衛生委員会（１７人出席）年間計画をお願い、花、ゴミの集積場所図等に
ついて協議する。

・５月１５日　冬、春花、除根、グループ１/２の１１人出席で除根作業する。

・５月２８日　夏、秋花、苗、種子をグループ１/２で植付け、種播き作業１３人出席。

・８月２０日　環境衛生委員会（中止）

・９月１１日　パンジー、ビオラ種播き５人参加各自の家で管理のお願い。

・１０月２２日環境衛生委員会（１５人出席）春、夏花除根及び秋、冬花の植え付けの説
明。

・１１月２０日　冬、春花、植付１０人出席、秋、冬、芝桜の植え付け作業をする。

・１１月２７日ドミー側花壇の冬、春花、植付７人出席、植付け作業、芝桜の植付作業。

・２月２５日　環境衛生委員会（１５人出席）年間の作業の様子及び花の成長の報告と労い。

(３)事業の成果

・環境衛生委員会ではセンター周辺、白山公園の花壇管理と衛生委員の作業でゴミの集積場
所の衛生管理、特にゴミネットの破損の交換について各町内の協力でゴミの飛散を防止す
る。

・年間を通じ花の生長を見守り、灌水作業にはご苦労であった、初夏に暑いが続き根付かず
枯れる花も出て、補充を行った。今年は朝顔の花の調子が悪く咲きが少なく緑のカーテンで
あった、他の花は元気に奇麗な花を提供してくれた。

・今年は１２月ごろ気温が低く成長は出来なかった、２月ごろより順調に成長して３月ごろ
には奇麗な花を提供出来た。

・交流センター入口周辺、ドミー側土手、白山公園の花も管理の成果があり、夏、秋ははよ
く咲き、冬季は耐え、春には元気な綺麗な花が咲きき通行する皆さん、利用される皆さんに
花の美しさを提供出来、綺麗ですねと喜ばれ成果は大きい。

・環境衛生グループの活動を通じコミュニケーションができ、地域住民の輪を広げることが
出来た。

・１１月　６日　夏、秋花、除根１１人出席、除根作業及び各所の草取りをお願いする。

←パンジー、ビオラ、ノースポールの播種の様子

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今年度は花の管理だけではなく、衛生委員会のおりに環境衛生グループの取り組みとし
て、ゴミの集積場所の把握、ゴミネットの破損の交換方法等を衛生委員からも説明しても
らった。（カラスによるゴミを荒らされないように早めの交換について　等）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　応募受付の様子

　講師の先生の講義の様子

　　　　　　　完成品の様子→

　受講の様子

・地域住民の参加が多く、スワッグ教室を通して、地域の人達のコミュニケーションを深め
ることが出来た。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・講師の先生も昨年と材料を変えて、皆さんそれぞれ楽しそうに受講していた。

・申込の人も多くキャンセル待ちも出た。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　環境衛生グループ➁　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

スワッグ（壁飾り教室）教室

・９月８日　自治会町内会長会議募集回覧依頼

・１０月２９日　教室受付　５人出席

・１１月２９日　スワッグ教室開催　２９人参加

(３)事業の成果

・昨年に引き続きコロナ禍であったけど感染防止対策を行い開催することが出来た。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・１０月回覧で第５回グランドゴルフ｢さとちゃん杯｣を各町内に回覧、参加の呼びかけ。

 ・１１月１１日（金）第５回グランドゴルフ大会開催。

 開催挨拶

　皆さん真剣にプレー

　優勝他賞品

　　表彰式の様子

　参加者は５８名参加県立西高校南側グランド

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　高齢者福祉グループ➀　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

高齢者健康活動　➀　（グランドゴルフ大会）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(３)事業の成果

・天候に恵まれ、各町内の皆さんコロナ対策を行い日頃の練習成果を発揮、それぞれアド
バイスを得ながら真剣にプレーしていた。

・優勝賞品他豪華な賞品が多く並び皆さんのやる気を誘っていた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・表彰式では優勝者だけでなく皆さん楽しそうに賞品を受けていた、次回の楽しみも沸い
て来る。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・１２月１０日市民活動団体との交流会議でバランスボールの良さを体験。

 

受講者にバランスボールの紹介

　受講の様子

←バランスボール受講の様子

　教室終了後集合写真

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　高齢者福祉グループ➁　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

高齢者健康活動　➁　（バランスボール教室）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・１２月上旬役員でバランスボールの教室を高齢者の皆さんに取得して頂いたらどうか協
議して高齢者グループ長に打診。

・１２月上旬「バランスボールで健康プロジェクト瀬戸」に講習の問い合わせ、了解を頂
く

・１月６日グループ長会議のおり、バランスボールの皆さんにバランスボールの紹介をし
て頂き希望者を募る。

(３)事業の成果

・３月１３日１９人参加で教室の開催

・バランスボールで姿勢の状態が把握でき、体幹のバランスの大切が取得できることが出
来た。

・１回だけではバランスボールの体験は出来ても、体に習得させることは困難で数回の教
室が必要である。

・地域の人々が日頃交流センターに出向いて来れんかった皆さんも、交流センターに来て
頂きセンターの良さが分かって頂けた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今回は初回でバランスボールの良さを習得して頂いた。取得には教室の回数増やす必要
がある。
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效範連区地域力向上委員会 
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原山台地域力向上委員会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　にっこりカフェ　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　にっこりカフェ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

原山台地区社協が中心に、寿会、保健推進員のみなさんに協力いただき、毎月２

回原山台集会所で開催していました。コーヒーや抹茶、お菓子を提供し、高齢のみ

なさんの語らいの場として、また幼稚園・保育圓の園児の歌や遊戯、ボランティア

の演奏と、ご利用のみなさんに大変喜んでいただいておりました。

しかし、今年度も高齢者へのコロナ感染拡大を危惧し、開催の自粛を余儀なくされまし

た。

にっこりカフェ再開を望む声は多くあり、スタッフで今後の対応を検討していま

した。そうした意味では、今年度は関係者やスタッフの意志疎通が図られ、準備に

向けた話し合いの機会がもてました。

にっこりカフェは、高齢者の憩いの場であり地域での交流の機会です。

規模は大きくなくても定期的に少しずつ継続していくことが肝心かと思います。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　あいさつ運動　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　あいさつ運動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

「明るい原山台」を目標に、地域力向上委員会、民生委員、

自治会、PTA、寿会のみなさんの協力で、「のぼり旗」の標

語募集や製作・設置、原山小学校・光陵中学校の始業式、終

業式などを中心に小中学校の校門付近での「あいさつ運動・

見守り活動」(７回)や「美化運動」(２回)などを実施しました。

例年どおり、原山小学校の先生方と相談し、児童のみなさ

んに標語をお願いし、優秀２作を選定し、のぼり旗を製作し

設置しました。

「あいさつは されるとうれしい えがお咲く」

「あいさつは みんなをつなぐ 合言葉」

標語を作っていただいたお礼と共に「花いっぱい運動の一環

として小学校正門脇の花壇にパンジー

やチューリップを植えました(５回)。

また、少年センターのみなさんと街頭指導を

夏休みに９日間、春休みに３日間実施し、子

どもの健全な生活状況を確認しました。

標語の「のぼり旗」は地区住民に好評で、あいさつや子どもの見守りに役立っています。

また、花壇の花植えで校門付近がきれいになり、子どもたちが環境美化に関心を示していま

した。

既成の事業は、少年センターと協働しており効果を発揮していますが、独自企画に

ボランティアの確保が困難です。

また、今後菱野団地内の小学校の統廃合に伴い、事業の可否や独自企画の適否など

の検討が必要です。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　お助けたい　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　お助けたい

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

「原山台お助けたい」も７年目を迎え、住民のみなさんにも認知され依頼仕事も

順調に増えてきました。今年度の活動は、下記のとおりです。

・依頼件数 ２１件

・実施件数 ５件

・繰越件数 １６件

切れた電球の交換、レールから外れた網戸を戻せない、蛇口にホースを取り付け

てほしい、エアコンのカバーがはまらなくなった等、緊急を要する案件でかつ少人

数でできそうな作業に絞り実施してきました。大勢のボランティアにお願いして実

施する庭仕事は、コロナ禍で人数を集めることを回避し、実施をお待たせしていま

す。

地域の高齢化は年々進み、お困りごとが増える中で「お助けたい」ボランティア

のみなさんも高齢化が避けられず活動できる人が減っています。「お助けたい」自

身の世代交代が急がれます。

この活動は、高齢者宅には大変好評を頂いています。しかし、コロナ感染が拡

大し活動の自粛を続けざるを得ない状況で、非常に残念な思いです。今年度はで

きる範囲で仕事を実施してきました。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　広報誌　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　広報誌

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

「はらやまだい通信」を通じ地域力向上委員会の活動を広く住民の

みなさんにお知らせするとともに、共助である地域力へのご理解を深

め、各事業への参加と理解を促しました。発行実績は、下記のとおり

です。

・全戸配布(約2,000部)

４回発行(令和４年５月号、８月号、令和５年１月号、３月号)

また、令和４年１０月から地域力向上委員会のホームページを本格

稼働させました。この際、ホームページの管理運用規程を定めるとと

もに独自ドメイン(http://harayamadai-seto.com)を取得し、適正な管理

運用に努めています。

「はらやまだい通信」は、地域住民に好評で地域情報の発信に役立っています。

また、地域力向上委員会のホームページを本格稼働させたことで、即時的かつ多言語を含

めた幅広い情報発信ができるようになりました。

広報に携わるスタッフは限られており、特定の人への負担が増しています。「はらやま

だい通信」の取材や編集作業もままならないことから、不定期の発行となっています。

一方、地域力向上委員会のホームページは、現在マルチ文化交流部会と協働で更新作業

を行っており、こちらも作業スタッフの不足が課題となっています。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　事務局

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

原山台地域力向上委員会は、関係団体と住民有志の部会で構成されています。

毎月の推進会議には、各団体の代表者と各部長が参加しており、参加者が増えていま

す。また、会議での情報交換や議論等を通じて地域の課題の把握や対応が図られまし

た。

特に、連合自治会とは防災や交流などの面で連携しながら事業や活動に取り組むこ

とができました。

毎月第４水曜日に「原山台地域力向上推進会議」をWeb(ZOOM)会議と集会所参

加の併用で開催してきました(８月は休会、11月はコロナ禍、1月は寒波で中止)。

また、報告書の作成や会議案内文書・チラシ作成、活動拠点である原山台集会所

の整備などを行ってきました。

例年企画してきました「視察研修会」は、今年度もコロナ感染防止の観点から

中止しました。

地域力向上委員会は、関係団体と住民有志の部会で構成されており、自治会組織に

くらべまだ住民の認知度が高くはありません。また、市の補助団体として地域課題に

取り組む活動をしており、住民への十分な周知や情報公開は不可欠と思われます。

原山台では、住民の高齢化などにより自治会の加入率が減っており役員や地域活動

のメンバーが固定化しています。これは地域力向上委員会も同様で、今後どのように

地域活動への理解と協力を求め、人材を発掘していくのかが課題です。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　自ら考え備える防災・防犯　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　自ら考え備える防災・防犯

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

今年度もコロナ禍で独自の活動は実施でき

ませんでした。ただし、原山台連合自治会と

協働で「地域防災訓練」を実施しました。

・８月６日 夜間「安否確認札」掲示

訓練

・１１月２１日 市総合防災訓練への

参加

また、年末防火・防犯パトロールへの参加

協力をしました。

・１２月２６日 ４班に分かれ地域内

をパトロール

近い将来に発生が予想されている「東南海沖地震」に代表される大規模災害に向

けた防災対策はこの地区でも喫緊の課題であり、連合自治会と地域力向上委員会の

役割分担

や協働体制を早急に確立させなければならなりません。

また、防災訓練や夜間パトロール等は自治会と協働して実施していますが、訓練

内容がマンネリ化しないようにしないといけません。防災ボランティアなどの人材

確保なども課題です。

「地域防災訓練」の実施に当っては、原山台連合自治会と内容や方法等を協議しました。

これにより、初めて独自の夜間防災訓練を実施することができました。また、実施後に反

省点を踏まえて課題を共有することができました。

恒例の年末防火・防犯パトロールを実施でき、多くの自治会や地域力向上委員会のメン

バーが参加しました。住民への防火・防犯意識を啓発することができました。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　原山台５０thプロジェクト　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　原山台５０thプロジェクト

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

今年度もコロナ禍で、住民のみなさんに呼び掛けてのイベントはできません

でした。しかし、みんなの会とともに菱野団地中心部の中央広場の整備に伴い

記念行事の企画を検討しました。

コロナ感染拡大の終息を待たないとイベント開催が困難でありますが、菱野団

地中

央広場の再整備後に原山台あげての記念碑作りに目途を付けたいと思います。

また、菱野団地全体での協働が重要であり市の都市計画と歩調を合わせ実現し

たいです。ただし、本部会は次年度の部会再編で存続がむずかしい状況です。

コロナ禍で「原山台５０周年記念イベント」の機会を逃しましたが、菱野団地内

の八幡台や萩山台、菱野台との協働企画に発展させられる足がかりを得ました。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　原山台の未来を考える　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　原山台の未来を考える（原山
台未来塾）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

本部会では、連合自治会と連携して各自治会役員の高齢化や２丁目県営住宅の

建替え、新集会所の建設、真貴幼稚園の移転等、地域の変化や課題に対応してい

ます。コロナ禍により思うような活動は制限されましたが、下記の活動を行いま

した。

・旧真貴幼稚園のお別れ会の開催

１２月４日(日) 約1,000人のOB・OGとその家族が来園されました。

・令和４年11月に発足した「原山小学校跡地活用協議会」に参画しました。

原山台の各自治会は、住民の高齢化による役員の担い手不足が共通の課題です。

単独の自治会では問題が解決しきれず、利害の絡まない地域力向上委員会の果た役

割は大きいと思います。本部会では、その役割をどう発揮するかが課題です。

また、原山小学校の廃校に伴う学校と地域の関係や跡地活用なども今後の課題で

す。ただし、本部会は次年度の部会再編に伴い存続がむずかしい状況です。

真貴幼稚園の移転をきっかけに旧園舎のお別れ会を実施し、多くの関係者が来園

しました。

地域のできごとに関する情報の受発信の重要性や関心の高さが認識されました。

また、２丁目県営住宅の建替えや新集会所の建設など、新たな施設整備に対する

住民の共通認識を確認することができました。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　マルチ文化交流　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

原山台地域力向上委員会　マルチ文化交流

写真

外国ルーツの住民との交流イベントが実施できない中、従来どおり部員がインタビューを

したり、自治会関係の情報をチラシで多言語化するなどし多文化共生に資することができま

した。

また、学習会やセミナーなどを通じて関係団体・者と意見交換ができ本部会の活動内容の

周知を図るとともに課題の共有が図られました。

本部会の立ち上げから３年がたち、今年度はこれまでと

は多少異なる活動結果になりました。１年間の活動は下記

のとおりです。

・毎月第１土曜日10時に定例会を開催しました(12月を

除く)。部員が２名増えました。

・ペルー人(３人)、ブラジル人のインタビューを実施し

「はらやまだい通信」に記事を掲載しました(３回)。

・広報部と連携して地域力向上委員会のホームページを

本格稼働させ多言語化による情報発信をしました。

・ボランティア団体代表と市国際センター職員を招き

学習会を実施しました(２回)。

・愛知県立大等が主催する多文化共生セミナーで本部会

の活動を報告しました。

コロナ感染が終息次第、交流イベントにより外国ルーツの住民と日本人住民のコミュニケ

ーションを図りたいと思います。それをきっかけに、課題や問題点を把握し新たな対応を検討

したいと思います。

一方、本部会でもスタッフは十分とは言えず、日ごろの活動に関わってくれる若い人材

(高校生、大学生含む)の発掘も急がれるところです。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　憩いの場づくり　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

原山台地域力向上委員会　憩いの場づくり

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

令和３年１月から開設した「将棋と囲碁のにっこり

ハウス(毎週火曜日、48回のうち５回は子ども将棋教

室)」と「子どもとママとじぃじとばぁばのにっこり

ハウス」(毎週水曜日、48回)を引き続き実施しました。

また、”いつまでも元気で原山台で暮らした～い”を

スローガンに、令和４年６月から「ラジオ体操」(月

～土曜、224回)を始めました。

さらに、今年度最後の３月から「健康マージャンの

にっこりハウス」(毎週火曜日、２回)が始まりました。

各にっこりハウスは、原山台集会所で行っており定着しています。また、ラジオ体操は

自分のペースで自由に参加できるので少しずつ参加者が増えています。本部会では、地域コ

ミュティの根幹となる住民同士の交流や活動に大いに貢献していると思います。

また、参加者の中には若い子育て世代の住民もおり、高齢者とともに地域活動に参加する

きっかけを作っている効果があります。

本部会の活動範囲は広がっており、次年度はラジオ体操を新たな部会として独立させ

ることを検討しています。また、参加者やスタッフが固定化する傾向にあり、いかに男

性高齢者を巻き込むかも課題となっています。

さらに、育児や健康などの相談が気軽にできる専門家も含めた体制の整備が求められ

ます。

153



 

154



 

 

 

 

 

 

掛川地域力向上委員会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

事務局運営事業

‣会議等の開催

  総務会(7回)､役員会（3回)の開催をした

　グループ会議、「かけがわっこ子ひろば」の運営にかかる各種会議を随時開催した

運営委員会１回（下半田川町民会館ホール）

お助け隊の活動内容についての見直し検討

西陵地域交流センターとの交流事業(4/30里山体験、11/26史跡探訪）

市民活動団体と地域向上組織との協働のための交流会に出席～４名

‣総務会、役員会を開催することで、地域力向上委員会の各種事業を協議することができた

‣グループ会議や「かけがわっこ子ひろば」の運営にかかる打ち合わせができた

市民活動団体との交流会で具体的な活動について知識を得ることができた。

 西陵地域交流センターとの交流を通じていろんな分野での活動を検討することとなった。

‣コロナ禍で会議、行事が中止となった

　令和4年度　掛川地域力向上委員会総会

　運営委員懇親会
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

‣印刷会社に、出来上がりまで１０日間かかるため至急のお知らせができない

‣事業の実施を事前にお知らせをしたいが、現在「広報誌」は隔月発行のため結果として載せている

‣会員の声、地域のミニ情報・自然情報なども必要に応じて取り上げた

‣視覚を訴える広報誌を意識して画像を多く取り入れるとともに号外以外はカラー印刷とした

‣コミュニティグループと協働で「掛川の自然」ついて勉強会を行った

‣ＨＰ「瀬戸発！まるっと地域力」に広報誌「やまびこ」などを投稿した

‣コミュニティグループと協働で「掛川の自然」ついて勉強会を行った

(3) 事業の成果

‣広報誌「やまびこ」を発行しお知らせと広報啓発活動ができた

‣掛川の自然をテーマにした本づくり（コミュニティとのグループ共同事業）で合同会議の開催し、本の
作成準備ができた

‣広報誌「やまびこ」５０号から５５号までの６回、及び号外6回を発行した

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　広報　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

広報事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

‣児童の登下校の見守り（地域の見守ボランティアおよそ３０名）

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　子育て支援　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

子育て支援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

‣里山体験で、掛川の自然を身近に感じて貴重な体験ができた。

‣学校サポーターによる環境整備、学習田のサポート

‣かけがわっこ子ひろば運営のサポートを保護者と連携して活動した

‣ステーション回収（５，８，１１，２月の各初旬）

‣学習田サポート（5/18代掻き（ドロリンピック、5/26田植え,10/13稲刈り、10/27脱穀）

‣小学校周辺の草刈り5/29

‣里山体験（ジャガイモ植え付けと収穫、サツマイモ植え付けと収穫、焼き芋）延べ130名参加

(3) 事業の成果

‣児童の登下校時の安全に留意し毎日見守りを行った

‣環境整備、学習田サポート、各種行事への参加など、地域の方々と学校・保護者が連携し、

　活動した

‣親子環境整備作業8/21

‣地域の人とのかかわりや子供同士の触れ合いができた

(4) 事業の実施における問題点や課題

・新型コロナウィルス感染症対策により、品野台地域力・品野台小学校との共同事業である

　芸術鑑賞会の参加は中止となった

‣来年度も掛川の自然を体験できる活動を続けていきたい。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・花壇・庭の除草（定光寺町9/11)

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　高齢者支援　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

高齢者支援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・日常品買い物代行（下半田川町　4/9,8/21)

・側溝掃除（下半田川町5/4)

(3) 事業の成果

・独居高齢者の声掛け見守りができた、

・独居高齢者の買い物代行ができた

・高齢者宅花壇と庭の草取りができた

(4) 事業の実施における問題点や課題

159



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　花苗 6月　ベゴニア　定光寺町 500株、下半田川町 300株

  花苗12月　ビオラ　　定光寺町 500株、下半田川町 300株

‣環境整備作業として掛川地区のごみ拾い作業を行った

　　6/11

　　1/13

‣掛川地域内７か所の花壇に年２回花苗を植えた

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　環境美化　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境美化事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(4) 事業の実施における問題点や課題

‣夏花「ベゴニア」が一か所イノシシ被害にあい残念なところもあったため対策を考える

‣植栽を通して花に興味を持っていただける方も見えた

‣定光寺直入橋周辺の草刈り作業

　7/16　草刈り作

(3) 事業の成果

‣潤いある環境作りができた

‣コロナ禍でも屋外行事のため参加者同士の親睦場所になった
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第８号様式 別紙１ .

(1) 事 業 の 名 称

‣西陵地域との交流を2回実施（4/30,11/26)

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　コミュニティ　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

コミュニティ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

‣「中馬街道」は山中の急坂、古人の暮らしを体感できた貴重なコースだった

‣「掛川の自然」（仮称）の冊子づくりでの勉強会を開催（広報との協働）5/11,6/12,7/10

‣広報グループとの合同会議を開催（8/23)

‣各所史跡見学とウオーキングを掛川公民館と協働で行った。

  第1回11/6 「中馬街道」を歩く､第2回 12/３ 「愛岐トンネル群」を歩く

‣学校および両町の各種団体行事への参加とその運営ﾆ協力した。

(3) 事業の成果

‣西陵地域と今後の交流についてさらに継続して協議することとなった。

‣３回の勉強会（それぞれ１５～２０名参加）多種多様な生き物を知る冊子発刊後は、これを使用して公
民館との協働ウォーキングを予定

・「愛岐トンネル群」は自然の美しさ豊かさを味わさ参加者が皆大満足

(4) 事業の実施における問題点や課題

‣コロナ禍で筍まつり（4/26）を中止した

‣仕事を持った若い人の活動参加がなかな難しく魅力ある活動の発掘が課題

‣固定化した活動に柔軟性を持たせることができるか？人材が限られているだけに難しさを感じる
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　　事務局　　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

地域力向上委員会の事務

●２ヶ月毎に部長会を開催し、各事業部の進捗状況等を
フォローした。

●毎月第２火曜日開催の各事業部会が円滑に行えるよう
バックアップし、各事業の推進状況を確認した。

●シニア世代を対象としたスマホ教室を、瀬戸市役所関
連部署・名古屋スマホ倶楽部と連携して開催した。
　開催場所：本地会館
　開催日時：　９／８　（１回目）
　　　　　　　９／２２（２回目）
　　　　　　１０／１７（３回目）
　参加人数：５１名
（１回目:１９名 ２回目:１５名 ３回目:１７名）

●部長会で各事業の計画/推進状況を確認し、今後の進
め方などを話し合った。

●各事業部会の事業の推進状況を確認するとともに、打
合せ議事録の作成を取り纏め管理した。

●年度初には各事業の計画や予算の取りまとめ作業、年
度末期には各事業の実績報告書作成と、定期総会用の報
告書作成作業を行った。

●スマホ教室は基本的な操作方法の習得を２回に分けて
実施した。また、当初は計画していなかったマンツーマ
ン方式の教室を３回目で実施した。
その結果、電話機能だけでなくスマホの色々な機能で情
報入手方法やＬＩＮＥにより家族や知人とのコミュニ
ケーションがとれるようになれた。

各事業部会打合せ
定期総会

スマホ教室１回目
スマホ教室

マンツーマン方式

スマホ教室開催
事前打合せ各事業部会打合せ

スマホ教室
参加者募集案内

部長会
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　　防災訓練

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防災訓練の実施日と実施場所
　　　　　　　　および（参加町数と参加人数）

　 8月28日:①南部集会所…自主防災訓練
　　　　　　（坂上地区７町内、参加者：９３人）

　 9月18日:②本地会館…自主防災訓練
　　　　　　（会館地区５町内、参加者：３６人）

　10月 2日:③原山集会所…自主防災訓練
　　　　　　（原山地区５町内、参加者：４８人）

　11月20日:④瀬戸市民総ぐるみ防災訓練
　　　　　　（本地地区全体、参加者：７２人）

●本地地区を下記３つのエリアに分けて、自主防災訓
練を実施した。
　　①南部集会所　②本地会館　③原山集会所

※自主防災訓練では関係町内住民全員を対象に、自宅
での地震避難訓練と安否確認用タオル掲示行動の訓練
などを実施した。
また、町内会長や防災リーダー・関係者は上記訓練後
各拠点に集合し、初期消火、ＡＥＤ操作、応急処置や
被災者の救助訓練を実施した。

※自主防災訓練は、コロナ禍でも中止することなく継
続して実施しているので、地域住民の防災意識も向上
し、防災訓練方法なども定着してきたと考える。

●瀬戸市民総ぐるみ防災訓練は、本地の町内会長や防
災リーダー他が参加し幡西小学校で訓練を実施した。

③原山集会所

①南部集会所 ②本地会館

④市民総ぐるみ幡西小

①南部集会所の訓練 ②本地会館の訓練

③原山集会所の訓練

④市民総ぐるみの訓練
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯パトロール

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防犯パトロールの実施日と実施場所
　　　および（参加町数と参加人数）

①10月23日：南部集会所周辺
　　　（坂の上地区７町内、参加者：５４人）

②12月18日：本地会館周辺
　　　（本地会館地区６町内、参加者：３２人）

③2月12日：原山地区周辺（ＤＣＭカーマ駐車場）
　　　（原山地区５町内、参加者：２８人）

●常設の[不審者に注意]のぼり旗が劣化しているので劣
化状況を確認して交換することした。

●本地地区を下記３つのエリアに分けて、周辺地区の防
犯パトロールを実施。

　①南部集会所　②本地会館　③原山地区

※町内会長・関係者が上記各拠点に集合し、周辺地区の
防犯パトロールを実施した。

※防犯パトロールは、コロナ禍であっても中止すること
なく継続して実施しているので、地域住民の防犯意識も
向上してきたと考える。

●[不審者に注意]"のぼり旗"を設置することにより、不
審者への犯罪抑制と地域住民の防犯意識向上をはかれ
た。
また、地区外からの訪問者/通行者へも防犯活動の推進
地区であることをアピールできている。

①南部集会所周辺 防犯パトロール

①南部集会所周辺パトロール

②本地会館周辺 防犯パトロール

③原山地区周辺パトロール

②本地会館周辺パトロール
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　子育て・福祉部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

健康教室＆サロンの開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●健康教室開催により、いつまでも自分で動ける体力
づくりの機会と場所を提供することができた。

●コロナが少し落ち着いてきたので、参加者が密にな
らないよう、注意を払いながら健康教室を開催した。

●毎月１回健康教室を開催した。

　開催場所：本地会館
　開催日時：毎月第２火曜日（１０時～）
　参加人数：約１５名／回

　※サロンはコロナ禍のため中止した。

健康教室 開催

健康教室の活動様子
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　広報部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「ほんじニュース」の発行

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●ほんじニュース１１号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「幡山西小学校：正門校歌碑」の写真
　２ページ：自治会年間行事予定表
　３ページ：自治会委員の委嘱式
　　　　　　春の交通安全監視活動の紹介
　４ページ：資源ゴミ回収事業の運用状況紹介
　　　　　　親子ボーリング大会開催予定の紹介
　５ページ：健康教室開催の紹介
　　　　　　ゴミ一掃大作戦の活動紹介
　６ページ：幡西保育園だよりと本地物語

●ほんじニュース１２号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「本地友の会」の活動紹介
　２ページ：本地八幡社秋の例大祭と
　　　　　　本地会館祭りの紹介
　３ページ：防犯パトロール、交通安全監視活動
　４ページ：紙すき体験教室、資源ゴミ回収、
　　　　　　親子ボーリング大会開催の紹介
　５ページ：スマホ教室、防災訓練
　　　　　　本地ライフリニューアルの紹介
　６ページ：幡西保育園だより

本年度は「ほんじニュース」を３回発行を計画し、
予定通り下記日程で発行した。

６月１８日「ほんじニュース１１号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した。

１２月１８日「ほんじニュース１２号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した

４月初旬　「ほんじニュース１３号」を発行予定
　　　　　　　　　→原稿作成中

ほんじニュース１１号

ほんじニュース１２号

１１号発行 １２号発行

168



第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ゴミのポイ捨て一掃大作戦

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

●今年度の「ゴミ一掃大作戦」は、坂の上地区と西原・
高根地区の２ヶ所を計画し、予定通り実施した。

●前年度から第１拠点（西本地）で運用開始した「資源
ゴミ回収｣は、５月６日に第２拠点（南部集会所）を追
加、更に１０月１３日にも第３拠点（北部地区：高根・
西原）へ回収ＢＯＸを設置して運用を開始した。

●「ゴミのポイ捨て防止・ゴミの減量」活動の浸透・意
識向上を目的に、学校が夏休みときに子供や保護者が参
加する「紙すき体験学習」を開催した。

●経年劣化している「美しい街づくり」の旗を交換する
ことした。

●毎年本地地区の各町内住民が参加しゴミの収集作業を
実施しているので、環境美化の意識が向上しゴミのない
環境を維持できている。

●「資源ゴミ回収」の拠点を増やして活動するに当り、
関係町内に”回収ボックス設置の案内”を回覧し、ゴミ
減量の活動をアピールした。

●「紙すき体験学習」は、小学校の夏休みに４年生と５
年生を対象に実施を計画し参加者を募集した。
その結果、子供１４名、保護者４名の合計１８名の参加
者あった。
学習内容は、紙を水で溶かし「紙すき」によりハガキを
作る工程を体験した。

資源ゴミ回収
（第３拠点運用開始）

資源ゴミ回収ＢＯＸ
設置の様子

ゴミ一掃活動
（高根・西原）

資源ゴミ回収
（第２拠点運用開始）

紙すき体験学習

紙すき体験学習の様子

ゴミ一掃活動（坂の上地区）
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花いっぱい運動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●瀬戸の西の玄関を花で飾ろう！をスローガンに
「花いっぱい運動」を活動した。

 実施場所：国道３６３沿線の賛同事業所など６ヶ所

 　①ネッツトヨタ中京㈱　瀬戸店様 (6P)
 　②支留比亜珈琲　本地店様 (3P)
 　③おおの耳鼻咽喉科クリニック様 (4P)
 　④日産プリンス名古屋販売会社　瀬戸店様 (6P)
 　⑤本地会館 (6P)
 　⑥資源ゴミ回収ステーション (5P)

 プランタ設置数　：３０プランタ(Ｐ)

●１１月に「花いっぱい運動」用の花苗を購入し、本
運動の活動賛同事業所へプランターを設置し、水やり
などをお願いした。

●冬から春までのプランター設置期間中、できるだけ
花が長く咲き続けるよう、地域力の環境部会メンバー
で、花苗に施肥して手入れなど行った。

●「花いっぱい運動」を活動することにより、地域の
方に環境美化への関心を広めていると思う。

❻

❶

❷ ❸

❹

❺
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

あいさつ運動と地域コミュニケーション向上活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●地域コミュニケーション向上を目的に、「親子ボーリ
ング大会」を開催した。

●「あいさつ運動」は、学校の登校時間に児童や通行人
に対して、毎月[５]のつく通学日に、通学路の１０ヶ所
で挨拶する活動を実施した。

●常設の｢あいさつ運動｣"のぼり旗"が経年劣化している
ものがあるので、劣化状況を確認して随時交換すること
にした。

●地域の若い世代間・親子の絆を更に深めること目的
に、９月４日に地域内の東名ボールで親子ボーリング大
会を開催した。

※親子総勢約４０名が参加して親睦を深めることができ
た。
今後も本地地域の若い世代の活動・活性化の手助けとし
て、同様のイベントを計画して推進する。

●児童の登校時間に合せて”おはようございます！”な
どの声掛けをする「あいさつ運動」を実施した。
※登校児童とあいさつを交わすことにより、子ども達も
元気にあいさつを返すようになっている。

●劣化した「あいさつ運動」の“のぼり旗”を
地域交流部会で新しい“のぼり旗”に交換中。

あいさつ運動の様子

親子ボーリング大会
受付風景

あいさつ運動

親子ボーリング大会の様子

のぼり旗
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「卓球教室」の開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●小学生・中学生を対象者として、学校が休みの土曜
日／日曜日や夏休み／冬休みに卓球教室を開催した。

　開催場所：本地会館

　開催月：　４月　５月　６月　７月　８月　９月
　回　数：　３回　４回　４回　１回　７回　３回

　開催月：１０月１１月１２月　１月　２月　３月
　回　数：　５回　３回　３回　４回　３回　７回

●継続して卓球教室を開催しているので、参加者のレ
ベルアップが計れ、子供達に運動ができる場所を提供
することができている。

●新たに卓球教室への参加希望者もいるので、その都
度気楽に参加してもらうようにして、積極的にコミュ
ニケーションを図るようにしている。

●卓球玉は割れたりして使用できなくなるのが早いの
で、練習に支障がでないよう配慮し補充している。
また、練習用の卓球玉ラケットが劣化してきたのでラ
バーの張り替えを行った。

卓球教室②

卓球教室①

卓球練習の様子①

卓球練習の様子②
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水野地域力向上委員会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

これからもグループ会議からの質問、要望などを役員会や正副事務局会議に取り上げていきたい。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

事務局

各グループ事業実施に係る事務処理、会議の開催。
水野地域力向上委員会の庶務。
役員会
5/30（8名）7/14（9名）9/5（10名）9/28（4名）10/4（8名）
正副事務局会議
5/25（20名）6/22（20名）7/19（18名）8/24（15名）9/20（17名）10/18
（16名）11/21（17名）12/21（17名）1/27（14名）2/21（20名）　3/23
（17名）

会議の中では、グループからの事業開催についての質問、新規事業につい
てなど意見を出し合いグループ会議の参考にすることができた。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・特になし

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　環境グループ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

交差点花壇整備

4/29（金）
8時30分～11時　4名交差点花壇の草取り。
5/18（水） 19時～20時15分グループ会議8名出
席。今後の予定について。
6/12（日）水野交差点花壇・渋谷接骨院横花壇
の昨年植えた花の撤去とマルチシートの張替え
作業と周辺の草取り。
8時～10時30分　10名

6/12（日）土を耕し、施肥をしてマルチシート
の張替えを終え11月予定の植栽の準備ができ
た。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・夏の花壇管理が厳しいが、何とかメンバーの協力を仰いでいきたい。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　環境グループ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

交差点花壇整備

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

水野の幹線道路沿いの花壇にきれいに花
を咲かせることで環境美化活動に関する
意識付けをしていく。

・11月20日（日）10：30～12：00
翌週の花植えに備え上水野町交差点花
壇・渋谷接骨院横花壇で草取りと整備を
行った。8名
・11月27日（日）8：00～11：00
花壇にパンジー苗を植える。早朝よりの
活動になったが他グループからの応援も
得て手早く終えられた。15名写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

・参加者の高齢化によりだんだん減少してきている。
随時募集はしているが増えるのは難しい。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　環境グループ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ガーデンプロジェクト

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・6月19日（日）午前6時30分～8時
三浦花園駐車場で水野中線歩道花壇の花苗配布と植栽。
参加人数　38名
1人32ポット配布（マリーゴールド16・ベゴニア16）
環境グループ委員、広報　9名

・早朝より配布となったが大勢の皆さんに参加をして頂けた。地域の美化
の意識の高まりを期待したい。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・事業に登録メンバーの高齢化により参加者が減少傾向にある。今後の継続のための方策を考えていき
たい。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　環境グループ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ガーデンプロジェクト

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

・11月28日（日）午前6時30分～8時　　三浦花園駐車場で水野中線歩道花
壇の花苗配布（パンジー）と植栽。4色に分けそれぞれを一人いくつかを
決め持って行って貰った。
参加人数　33名。1人24ポット配布
会長はじめ広報、環境12名参加。

・早朝より配布となったが大勢の皆さんに参加をして頂けた。
住民の方に地域活動への関心を持って頂きたい。また、通勤時間帯の交通
量が非常に多いところだがゴミのポイ捨て防止にもつながっている。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

・この催しを続けることにより、まつりを楽しみながら自分の住む街に関心を寄せる住民を増やして行
きたい。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　環境グループ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

クリーンフェスティバル

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・12月4日（日）「水野ふれあいまつり」会場にて実施。
参加者136名。
今年も会場のみの受付にした。地域住民の皆様には、事前に回覧、ホーム
ページ等で開催を案内し、水野の街の環境に関心を持ち活動に参加して頂
くことを目的とした。ゴミと引き換えに参加者記念品（日用品）を渡す。
瀬戸市ゴミ減量推進会議のメンバー5名の参加もあり、プラスチック製容
器包装とミックスペーパーに関するアンケート及び収集に関する相談コー
ナーを設けゴミ減量への啓発をして頂きました。
瀬戸市環境課2名。工科高校ボランティアの生徒さん2名。のご協力を頂き
ました。スタッフ2名。

・会場までの放置ゴミを拾って持って下さった方もあり、地域の方々の環
境美化活動に参加の場とすることが出来た。
・アンケートには、106名近い方に答えて頂けました。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て高齢者グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

子どもの居場所づくり(ふれあい祭り）

◆日時：2022年12月4日（日）10時～12時

◆場所：水野地域交流センター

◆内容：①クリスマスオーナメントを作り、センターのツリーに飾る

②会場巡りクイズラリー

③ゲーム（ビー玉落とし・バッコー）

④参加賞（お菓子）

⑤ヒューマン君とじゃんけん（景品在り）

◆参加者：小学生約９１名

スタッフ 6人 地域ボランティア 6人 工科生 4人

【クイズラリー】

〇今年は、久しぶりに食べ物のブースが出るため、大きく場所を取れない中で、考え出された取り組み。それぞ

れのブースに関連するクイズを掲示し、会場内をラリーする。子どもはブースを回ることで、どんなものがある

かを知ったりすることができ、違った関心が持てたように思う。

〇作品展は、子どもが入ることへの懸念も出されたが、特に問題なく子どもには友人やクラスメートの作品を見

るいい機会となった。

【ヒューマン君】

〇やはり人気がある。存在そのものが場内を明るくする。

【クリスマスオーナメント作り】

〇自然物を使っての取組は、幅広い年齢層がそれぞれのアイデアでできるので、ユニークなものが出来上がり楽

しめた。

【ゲーム】 〇挑戦するのは楽しく、好評だった。

【期日】クリスマスオーナメント作りとふれあい祭りを一緒の日程ですると、スタッフが多く必要、準備が大変、

と言う点があり両方実施するなら、日程の間隔を空けて分けた日程が良い。

【会場設定】＊受付はもっと参加者に分かりやすくする

【内容】＊オーナメントは「センターを飾ろう」と言うことが目的で、作品はセンターのツリーに飾るので、持

ち帰りたい子どもにとっては後日取りに来ることにした。しかし、これは不合理だった。希望する子は持ち帰れ

るような内容にした方がいい。

＊これからは地域ボランティアの協力が欠かせない。依頼をきちんと早めに依頼すべき

＊クイズラリーは、内容に検討を加えてもっと楽しめるものに出来るといい。

＊ヒューマン君は、工科生に楽しんでやってもらった。その形を定番にできるといい。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　子育て高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

子どもの居場所づくり（夏祭り（的あて））

１．実施日 2022年7月23日（土）

２．実施場所 水野小学校 校庭

３．内容 〇的あてを3回して、欲しい景品を貰う

〇景品には「カタヌキ」（5枚）に挑戦する景品もあり、その場

でカタヌキに挑戦できる

→ うまく成功した作品はブース前に掲示する

３．参加人数 約240名

１．今年度初めて照明に蛍光灯を設置した。明るいため全体が良く見渡

せ、特に日没後の「カタヌキ」の取組が問題なくできた。

２．想定以上の人の参加で、コロナ禍の中みんなこうした場所を求めて

いたのだと思った。皆さんに喜んでもらえて良かった。同時にこのよう

にすればできるという私たちの自信になった。

３．前回実施の半数を予定したが、その想定を上回り景品がなくなって

も列があった。「カタヌキ」だけ半額でよければと受け入れたが、これ

も希望が多く途中で断ることになった。

４．できる限りスムーズに進行させ待ち時間を少なくし、来た人に一人

でも多く参加して欲しいと思ったが、進め方の調整不十分でうまくいか

なかった部分がある。

１．「カタヌキ」は、初めての取組と言うこともあり挑戦したい子だけのものとしたが、難しく成功率が低く、

達成感も低い。やはり年齢が高い子向けだし、ともかく挑戦したことに対する評価が形としてあった方がいい。

２．ボランティアとの打合せ時間がないまま店がスタートし、やり方に間違いが出たり、進行が滞ったりと不

都合が生じた。そのことはきてくれた人を戸惑わせたり、必要以上に待たせたりということになる。今までと

異なり、本部で一括しての受け入れ体制となったので、店担当と内容のすり合わせが今後重要になる。

３．大きな企画は本部で任務分担し、他の地域力委員への役割分担も検討することで、本部の具体的な仕事量

が減り、本部が全体把握を容易にできる様なり、今後のさらなる充実につながるように思われる。

184



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て高齢者グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

子どもの居場所づくり（七夕お楽しみ会）

写真

◆場所：水野地域交流センター 大集会室・第４，５集会室

◆日時：2022年6月26日（日）１０時～１２時

◆内容：①センターの七夕飾りを作る（短冊・折り紙）

＊持ち帰り用の希望者には、笹と飾りを渡す

②キャラクター的あて＆ナーフの的あて ＊好きな塗り絵を持ち帰る

③「いいもん せともん」のクイズ

④出口でクイズの答え合わせ＆参加賞を貰う

◆参加者：乳幼児 8人 小学生 40人 大人 5人 合計 ５３人

スタッフ 9人 地域ボランティア 5人 工科生 10人 合計24人

【飾り作り】

〇子ども、お母さんも楽しんで作っていた。小学生はわか

らない子に教えていた。

〇簡単に作れる割には、見栄えがした。

〇工科高校生さんも子どもとのかかわりが良く、子どもに

とっても親しみがあって良かった。

〇今回は内容を吟味したこともあって待ち時間なくできた

【クイズ】

〇「せともん いいもん」のクイズは、子ども達への浸透

具合も見てみたいと実施した。中々好評だったが、「椿」がどうしてもわからない様子が多かった。

〇飾りは、内容と準備で取組み時間に大きく差が出るので、今後もその点に留意

して決めていきたい。

〇笹の持ち帰りは、少人数だが必ず欲しい人があるので、用意する

〇工科高校生さんに感想を聞く時間がとってないので、次回からはあらかじめ時

間配分をして、聞くことができる様にする。

〇参加コーナーごとにシールを貼るようにしたのは子どもに人気だったが、その

ため持ち帰る子がいて、こちらとしての内訳や人数把握などの資料としては活用

できなかった。検討の必要がある。
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山口も～やっこ地域力協議会 
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東明地域力向上推進委員会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

大会運営側が高齢化してきており、若い世代にどのように引き継いで行くか（行けるか）考えなければ
ならない。また、参加者についても毎回同じ顔ぶれが多く、初めての方にも参加していただけるよう考
えていく必要がある。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　地域活性化　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

地域活性化活動

連区ふれあいスポーツ大会は、ビーチボールバレーを計画していたがコロ
ナの状況や競技特性から中止とした。　グラウンドゴルフは天候にも恵ま
れ、外の競技であり密になる事を避けながら実施した。

ここにテキストを入力
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

町内によっては（大きな）宅地開発が行われ住宅が増えており、それに合わせ作り直しが必要になるり
ます。また、　個人情報保護法の問題、盛り込む情報の内容・量など悩む点が多いです。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　防　災　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

町内ごとに作成した防災マップが5年経過し、昨年作り替え入れ替えをし
ました。そのデータをもとに全戸配布用を印刷し各戸保存用に配布しまし
た。なお、予算執行はありませんでした。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

瀬戸設楽線においては、清掃活動の翌日には、また、ごみが捨てられているなど心無い光景がみられま
す。汚れる捨てられるから清掃活動をするのではなく、道路を使う人みんなのモラル向上が出来るよう
な方法・手段を考えていく必要がああります。過去には、取水口近くの林の中に大量の使用済みおむつ
が廃棄されておりました。水を大量に吸収しており移動が困難なほどの量がありました。大腸菌等で水
が汚染されていないか心配になります。

東京大学赤津演習林付近の道路脇の草むらには、洗濯機、家具、ガラス
テーブル、小型タンス等が廃棄されており、交通量の少ない夜間に投棄さ
れたと推測されます。瀬戸市の上水道取水口がある赤津川上流にこのよう
な廃棄物を投棄されると、環境衛生に心を砕いてくださり活動されている
地域の方が大変悲しまれています。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　環境整備　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境整備活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

8月、12月に公民館清掃と草刈りを実施、3月には連区の主要道瀬戸設楽雲
興寺から戸越峠付近まで、太子町掘割からにじの丘学園入口までのごみ拾
いと、旧東明小学校運動場草刈り・ごみ拾いを実施した。
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